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（新課程用）

農業と環境 単 位 数 ３単位

（栽培・環境分野）
学科・学年 農林技術科・第１学年

１ 学習到達目標等

１ 農業生物の育成についての体験的 ,探求的な学習を通じて農業に関する
学習の到達目標 基礎的知識と技術を習得させる。

２ 農業と環境の学習について興味関心を高めるとともに科学的思考力と
問題解決力を伸ばし ,農業の各分野の発展を図る能力と態度を育てる。

使用教科書・副教材等 農業と環境 （実教出版）

２ 学習計画及び評価方法等
（１）学習計画等

学 単 元 名 月 学 習 の ね ら い 備 考 考
期 学 習 内 容 評 価 規 準 (学習活動の特記事項他) 査

一 第１章 農業と環境 ４ ・ 農 業 と 環 境 の 学 習 内 容 を 紹 介 し ， ・ 生 命 を 扱 う こ と の

・プロジェクト学習 興味関心を高める ｡ 大切さを知るために，中
学 第６章 学校農業クラブ ・農業クラブ活動を理解する。 栽培過程で起こ様々 間
第２章 私たちの暮らしと ５ ・農業・農村の役割と環境との関わ な現象の原因と結果 考

期 農業・農村 りを理解する。 を考えます。 査
第４章 栽培と飼育のプロ ・春作野菜を種まきから収穫 ,その後 ・地域の農業を知る

ジェクト ６ の利用まで一貫した学習により，栽 ため，環境について

・ ﾄｳﾓﾛｺｼ （ 穀実類） 培の 基本的な栽培知識 ,技術を身に 調査研究します。 期
・ トマト （果菜類） 付け，栽培上の環境について学ぶ。 ・トウモロコシ・な 末
・ ピーマン（果菜類 ７ さ ら に プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 法 に つ い て ど の 栽 培 ・ 管 理 を 行 考

の活動を行う。 います 。 査

【課題・提出物等】
１ 授業中に使用するプリント， ﾉートを各段階で提出します。
２ 実験・実習についてはレポートを作成し，自己評価を行い，提出します。

【第１学期の評価方法】
※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。

二 第３章 栽培と飼育の基礎 ９ ・作物の特性やしくみ，栽培と環境 ・作物に関する環境
の関わりを理解する。 について調査します。中

学 ・秋作野菜と草花を通じて季節ごと ・春作での経験をふ 間
第４章 栽培と飼育のプロ の栽培知識 ,技術を習得させる ｡ まえて，それぞれ秋 考

期 ジェクト 10 ・市場や文化祭等を通じて収穫後の 作の栽培計画を立て 査

・ハクサイ（葉茎菜類） 調整→出荷→販売に至るまでの仕組 ます。

・ダイコン（根菜類） みを理解させる。 ・野菜の栽培・管理

・キャベツ（葉茎菜類） ・収穫物の利用法や花壇等の管理方 を行います。
・ネギ （葉茎菜類） 11 法を知リ ,適切にできる ｡ ・生産の場だけでな

・地域の代表作物の深ネギ栽培を導 く販売やさらなる付 期
入して ,地域農業に関心を持たせる。 加価値をつけた利用 末
・利用部位による分類された野菜ご 方法を考え，現場に 考

・コナラ（クヌギ） 12 との栽培方法の違いを知る。 立って経験します。 査
・栽培（ドングリと萌芽更新） ・代表的な広葉樹の
・シイタケ原木採取と菌打ち体験・ 特徴と利用について
木炭製造（黒炭製炭法） 体験学習を行います。

【課題・提出物等】
１ 授業中に使用するプリント， ﾉートを各段階で提出します。
２ 実験・実習についてはレポートを作成し，自己評価を行い，提出します。

【２学期の評価方法】
※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。

三 第２章 私たちの暮らしと １ ・ 観 察 記 録 簿 を も と に パ ソ コ ン に よ ・ そ れ ぞ れ の プ ロ ジ

農業・農村 るプレゼンテーションのねらいを理 ェクト学習をまとめ，

学 ・プロジェクト学習のまと 解させる ｡ 発表し，それに対し

め ・栽培環境が作物に与える影響につ てお互いに評価・考
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期 ・作物栽培と環境 ２ いて考えさせる。 察を行います。 学
第５章 環境調査と環境保 ・地域の農業と自然環境の関係を理 ・学習したことをも 年
全 解させる。 とに、地域農業や栽 末
・環境調査の方法 ・植生や生物などの環境調査の方法 培に関する環境から，考
・植生，生物，土壌，水質 ３ を学び，研究する ｡ これからの専門分野 査
の調査 ・まとめとして，農業クラブ活動や での活用を考えます。
第６章 学習のまとめと学 プロジェクト学習を理解する ｡
校農業クラブ活動

【課題・提出物等】
１ 授業中に使用するプリント， ﾉートを各段階で提出します。
２ 実験・実習についてはレポートを作成し，自己評価を行い，提出します。

【三学期の評価方法】
※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。

【年間の学習状況からの評価方法】
※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。

（２）評価の観点，内容及び評価方法
学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。

評価の観点及び内容 評価方法

・農業と環境に関する基礎的な知識を習得し ,それぞれの ・定期考査

知識・技能 農業生産物の特性とそれを取り巻く栽培・飼育環境との関 ・発言

係を理解しているか。 ・観察記録簿の記入
・農業と環境に関する基礎的な技術を習得させ，プロジェ ・行動観察
クト学習の中で適切に生かすことができできるか ｡ ・実技

・農業について科学的な思考と問題解決能力を身に付け， ・観察記録簿の記入

思考・判 日々の観察記録簿や資料等を使って調査したことの中から ・定期考査

断・表現 分析し ,考察する。環境調査を行い，栽培・飼育上の課題 ・発言
を合理的に判断 ,日々の観察記録簿の中でのスケッチを利 ・行動観察
用した観察や考察が正しく表現することができるか ｡ ・プロジェクト発表

・農業と環境についての興味・関心を持ち，プロジェクト ・行動観察

主体的に学 学習に主体的に取り組み ,課題解決に向けて積極的活科学 ・観察記録簿の記入

習に取り組 的に取り組もうとする実践的な態度を身に付けているか ｡ ・発言

む態度 ・定期考査

【観点別学習状況の評価】
「十分満足できる」状況と判断されるもの ･････････Ａ
「おおむね満足できる」状況と判断されるもの ･････Ｂ
「努力を要する」状況と判断されるもの ･･･････････Ｃ

３ 担当者からのメッセージ

(1) 科書を読むなどして予習をしましょう。

確かな学力を身に付 (2) 授業時間内の指導者の指示をよく聞き，指示された内容に集中して取

けるためのアドバ 組む姿勢を持ちましょう。

イス (3) 地域の農業の状況も観察し，学校農場の栽培状況と比較し，異なる点
については調べてみましょう。

(1) 座学においては，教科書・ノート・プリント綴り，実習においては，

授業を受けるに当 実習服など学習に必要な道具の準備を忘れないこと。

たって守ってほし (2) 授業中の指導者の指示に従うこと。特に，実習においては注意された

い事項 ことを守ること。

(1) 畑等での調査・観察，スケッチ，教室での講義，レポート作成，グラ

その他 フ作成など様々な形態の学習を するものを忘れないことが大切です。
(2) 指示をよく聞いて，提出物は必ず出しましょう。また，学習道具や実
習服などの学習に向けての準備するものを忘れないことが大切です。
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（ 新 課 程 用 ）  

農業と環境 
（飼育・環境分野）  

単 位 数 
 
３ 単 位  

 
学科・学年 

 

 
農 林 技 術 科 ・ 第 １ 学 年  

 
 
１ 学習到達目標等  

 
 
  学習の到達目標 
 

１．家畜動物の育成について体験的・探求的な学習を通して，農業や飼育環

境に関する  基礎的な知識と技術を身につけます。  
２．繁殖・育成・肥育・出荷と実習を行い，農業・農村，環境学習に対して

の興味・関  心を高めます。  
３．１と２の学習成果に立って，科学的な思考力と問題解決能力を伸ばし，

農業と環境  の各分野の発展を図る能力を身に付けます。  
使用教科書・副教材等 農 業 と 環 境 （ 実 教 出 版 ）  

 
２ 学習計画及び評価方法等 
 （１）学習計画等  
学 
期 

単  元  名  
学  習  内  容  

 
月 

学  習  の  ね  ら  い  
評  価  規  準  

    備 考   
(学習活動の特記事項 他)  

考 
査 

 
 
 
 
 

一  
 
学 
 
期  
 
 
 
 
 
 

・「農業と環境」の学習について  
第 6 章  私たちの暮らしと農業  
・ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ学習とその発展  
・学校農業クラブ活動  
第 3 章  栽培と飼育の基礎  
・家畜の特性と飼育  
・飼育学習の基礎  
・家畜の成長，繁殖，飼料  
・飼育環境の管理と整備  
第 4 章  

・ニワトリの飼育と利用  

・ニワトリの特徴  

・ニワトリの一生と飼育計画  

・ニワトリの形態  

・プロジェクト学習の実際  

 ふ化と育すう  
 

４  

 
 
５  
 
 
 
６  
 
 
 
 
７  
 
 

・私たちと共に暮らす動物たちと

の関わりを理解します。  
・学校農業クラブとプロジェクト

の進め方について理解します。  
・家畜の飼育に関する基本や家畜

の性質，習性や発育，さらに飼育

環境について理解します。  
・初生びなの管理について理解し

ます。  
・ニワトリの一生と品種，飼育方

法と飼育器具・資材について理解

します。  
・家畜の特徴を知り，適切な管理

が出来るようになります。  
・卵の洗卵選別の方法を理解しま

す。（１年間実習で実施します。） 
・鶏卵の構造と各部の名称を理解

します。  

・農場配置と実習の

基本的態度及び評

価について説明し

ます。  
・学校で飼育されて

いる家畜の品種を

おぼえます。  
・春季の管理として

入 す う の 準 備 を

行います。  
・中びなの管理  
・用具や器具の使用

と実習中の危険防

止について学びま

す。  
・大びなの管理  

 
 

中 
間 
考 
査 
 
 
 
 
 
期  
末  
考  
査  

【課題・提出物等】  
授業ノートの提出及び考査毎のノート提出を行います。 

【第１学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 
１ ．毎 時 間 の 学 習 に 取 り 組 む 意 欲・態 度（ 忘 れ 物・遅 刻・服 装・出 席 ）や 興 味・関 心 に つ い て ，

課 題 の 提 出 状 況 （ ノ ー ト ・ レ ポ ー ト ） と 定 期 考 査 等 の 成 績 な ど で 評 価 し ま す 。  
２ ． 実 習 を 伴 う 科 目 の た め ， 実 習 に お け る 興 味 ・ 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 等 を 時 間 毎 に 評 価 し ま す 。  

 
二  
 
学  
 
期  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・飼育の基礎実験  
 １  ひなの管理  
 ２  行動観察  
 ３  予防接種  
 ４  と殺と解体  
 
 
 
・産卵鶏の管理  
 １  食性と消化生理  
 ２  成鶏の飼料給与  
 ３  産卵生理  
 ４  産卵と環境  
 
 
 
 
 

９  
 
 

 

 

10  
 
 

 

11  
 
 

 

 

12  
 
 
 

・ひなの特徴を知り，適切な育成

管理技術を習得します。  
・家畜の行動を観察し，体のつく

りや繁殖上の特徴を理解し，今後

の飼育に役立てます。  
・病気の予防と予防接種の方法を

理解します。  
・鶏のと殺と解体実習から消化器

の位置と形態を観察し，その役割

を理解します。また，生と死につ

いて考えさせ，「食」教育につな

げます。  
・繁殖や産卵生理について理解し

ます。  
・産卵と環境の関わりについて理

解し，飼育環境について考えま

す。  
 

・ふ化実験  
・行動観察とスケッ

チ  
・ワクチン接種  
・ニワトリの解体実

験  
・鶏卵と生殖器の観

察  
・飼育環境の記録と

鶏の健康観察  
・鶏卵の鮮度の見分

け方の実験  
  
 
 
 
 
 

 
 
中
間
考
査  
 
 
 
 
 
 
期
末
考
査  
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・鶏卵の加工と利用  
  

 
 

・卵の品質やその加工法と利用法

について理解します。  
 
  

【課題・提出物等】 
授 業 ノ ー ト の 提 出 及 び 考 査 毎 の ノ ー ト 提 出 を 行 い ま す 。  

【２学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 
１．毎時間の学習に取り組む意欲・態度（忘れ物・遅刻・服装・出席）や興味・関心について，課題の提出状況（ノー

ト・レポート）と定期考査等の成績などで評価します。 
２．実習を伴う科目のため，実習における興味・関心・意欲・態度等を時間毎に評価します。 

 
三 
 
学 
 
期 
 
 
 
 
 
 

・ブロイラーの飼育と加工  
 １  品種と飼育方法  
 ２  加工法  
・プロジェクト学習のまとめ  

第 5 章  

・環境調査の方法と環境の保全  
第 2 章  
私たちのくらしと農業・農村  
１  地域の自然環境と農業  
２  日本の食料・農業・農村  
３  今後の課題  
 
 
 

 
１  
 
２  
 
３  

・ブロイラーの品種と飼育方法に

ついて理解します。  
・ブロイラーの加工方法について

理解します。  
・観察記録簿をもとにパソコンに

よるプレゼンテーションのねら

いを理解します。  
・環境調査についての調査方法や

研究を行い， 地域の農業と自然

環境の関係を理解します。  
・統計資料から現在の農業の現状

と課題を理  解します。  
・農業・農村の役割とこれからの

課題を理解し，各専攻に向けたプ

ロジェクト学習に取り組みます。 

プレゼンテーショ

ンを作成します。  

 

 

 

・自己評価カードを

作成します。  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
学 
年 
末 
考

査 

【課題・提出物等】 
授 業 ノ ー ト の 提 出 及 び 考 査 毎 の ノ ー ト 提 出 を 行 い ま す 。  

【三学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 
１．毎時間の学習に取り組む意欲・態度（忘れ物・遅刻・服装・出席）や興味・関心について，課題の提出状況（ノー

ト・レポート）と定期考査等の成績などで評価します。 
２．実習を伴う科目のため，実習における興味・関心・意欲・態度等を時間毎に評価します。  

【年間の学習状況からの評価方法】 
 ※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。  
 1 学 期 の 成 績 ， ２ 学 期 の 成 績 及 び ３ 学 期 の 成 績 を 総 合 し ， 年 間 の 学 習 成 績 と し ま す 。  

  
 （２）評価の観点，内容及び評価方法 
  学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。 

評価の観点及び内容 評価方法 
 

 
知識・技能  

 
 

・農業と環境に関する基礎的な知識を習得し ,
それぞれの農業生産物の特性とそれを取り巻

く栽培・飼育環境との関係を理解しているか。  
・農業と環境に関する基礎的な技術を習得さ

せ，プロジェクト学習の中で適切に生かすこと

ができるか ｡  

・定期考査  
・発言  
・観察記録簿の記入  
・行動観察  
・実技  

 
 

思考・判断・表現  
 

 

・農業について科学的な思考と問題解決能力を

身に付け，日々の観察記録簿や資料等を使って

調査したことの中から分析し ,考察する。環境調

査を行い，栽培・飼育上の課題を合理的に判断 ,
日々の観察記録簿の中でのスケッチを利用し

た観察や考察が正しく表現することができる

か ｡  

・観察記録簿の記入  
   （観察 ,考察等）  
・定期考査  
・発言  
・行動観察  
・プロジェクト発表時の

プレゼンテーション  
 

主体的に学習に  
取り組む態度  

 

・農業と環境についての興味・関心を持ち，プ

ロジェクト学習に主体的に取り組み ,課題解決

に向けて積極的活科学的に取り組もうとする

実践的な態度を身に付けているか ｡  

・行動観察  
・観察記録簿の記入  
・発言  
・定期考査  

【 観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 】  
 「 十 分 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････････Ａ  
 「 お お む ね 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････Ｂ  
 「 努 力 を 要 す る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･･･････････Ｃ  
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３ 担当者からのメッセージ  
 
             
確かな学力を身に付ける

ためのアドバイス  
 

（１）教科書を読むなどし，予習・復習をしましょう。  
（２）授業担当者の指示をよく聞き，指示された内容に集中して取り組

む姿勢を持ちましょう。  
（３）地域の農業の状況を観察し，学校農場と比較し，異なる点につい

ては調べてみましょう。  
（４）授業や実習中に疑問に思ったことがあれば積極的に質問しましょ

う。  
 
 授業を受けるに当たっ  
て守ってほしい事項  

 

教科書とノートを忘れずに準備しましょう。また，実習を伴うため，

実習着などの忘れ物がないよう事前準備に気を配りましょう。授業中は

私語を慎み先生の指示にしっかりと従いましょう。レポートやノートな

どの提出物は期限を守ってしっかりと整理し提出しましょう。  
 

 
 

その他  
 
 

(1)畜舎等での調査・観察，スケッチ，教室での講義，レポート作成，グ

ラフ作成など様々な形態の学習をするものを忘れないことが大切で

す。  
(2)指示をよく聞いて，提出物は必ず出しましょう。また，学習道具や実

習服などの学習に向けての準備するものを忘れないことが  
大切です。  

(3)実習では，危険を伴う場合があります。指示をよく聞いて理解し，実

習に取り組みましょう。  
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（新課程用）

総合実習 単 位 数 ３単位

（部門別ローテーション）

学科・学年 農林技術科・第１学年

１ 学習到達目標等

(1)体 験的な学習を通して，総合的な知識と技術を習得します。
学習の到達目標 (2)専 攻においての内容理解を深め，基礎的専門分野の知識や

実技など実践的な能力と態度を育てます。

使用教科書・副教材等 実験実習ノート

２ 学習計画及び評価方法等

（１）学習計画等

学 単 元 名 月 学 習 の ね ら い 備 考 考

期 学 習 内 容 評 価 規 準 (学習活動の特記事項他) 査

一 専攻別での専門学習 ４ ・ 専 攻 に お け る 基 本 的 な 作 業 ・ レ ポ ー ト の 書 き 方 と 整

・ 大家畜 ・作物班 管理 ・技術を学び ，専門的知 理法について学びま

学 ・ 中 小家畜班 ５ 識 ・ 技術を学びます 。 す 。

・ 園芸班 ・農業技術検定の初級 ・中級 ・ 実技テ ス ト の実施に

期 ・ 林 業班 ６ の合格を目指 し ます 。 ついて学びます 。

・ 食品加工班 ・農業鑑定競技や意見発表を ・ 各種競技会へ参加す

７ 通 して ，農業に関する知識を る態度を養います 。

深め ます 。 ・ 生産物の販売を行い ，

接客な どを学びます 。

【課題・提出物等】

・毎回の総合実習のレポート提出

・意見発表原稿提出

【第１学期の評価方法】

・出席点 ・毎回の実習態度 ・毎回のレポート提出 ・校内農業鑑定競技

・意見発表への積極的参加と結果
※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。

二 専攻別での専門学習 ９ ・ 専攻におけ る基本的な作業 ・各種競技へ参加する

・ 大家畜 ・作物班 管理 ・技術を学び ，専門的知 態度を養います 。

学 ・ 中 小家畜班 10 識 ・ 技術を学びます 。

・ 園芸班 ・農業技術検定の初級 ・中級

期 ・ 林 業班 11 の 合格を目指 し ます 。

・ 食品加工班 ・産業現場での総合的な実習 ・生産物の販売を行い ，

12 を通 し て ，農業生産工程管理 接客などを学びます 。

やマーケテ ィ ン グ ，労働管理の

手法等を学びます 。

【課題・提出物等】

毎回の総合実習のレポート提出

【２学期の評価方法】

・出席点 ・毎回の実習態度 ・毎回のレポート提出
※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。

三 専攻別での専門学習 １ ・ 専攻におけ る基本的な作業 ・実技テ ス ト の実施に

・大家畜 ・作物班 管理 ・技術を学び ，専門的知 ついて学びます 。

学 ・ 中 小家畜班 ２ 識 ・ 技術を学びます 。
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・ 園 芸班 ・ 農 業 技 術 検 定 の 初 級 ・ 上 級 ・ 生産物の販売を行い ，

期 ・ 林 業班 ３ の合格を目指 し ます 。 接客な どを学びます 。

・ 食品加工班

【課題・提出物等】

毎回の総合実習のレポート提出

【３学期の評価方法】

・出席点 ・毎回の実習態度 ・毎回のレポート提出
※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。

【年間の学習状況からの評価方法】

※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。

（２）評価の観点，内容及び評価方法

学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。

評価の観点及び内容 評価方法

・ 各専攻に関する基礎的な知識 と技術を身 日本農業技術検定

知識・技能 につけ ，特性 と社会環境の関係や育成の過 レポート

程等を理解 してい るか 。

・ 管理の記録を分析するな ど課題を多面的 レポート

思考・判断・表現 に考察 してい るか 。 意見発表

・ 見出 した課題を科学的に と ら え て合理的

に解決する実践的な能力を身につけてい る

か 。

・ 各専攻学習に興味 ・関心を高めてい るか 。 プロジェクト発表

主体的に学習に ・ 各専攻に関するプ ロ ジ ェ ク ト を主体 農業鑑定競技

取り組む態度 的に行 う な ど課題の探求に意欲的に取 レポート

り 組む と と も に ， その課題を科学的に

と ら えて合理的に解決し よ う と す る実

践的な態度を身につけてい るか 。

【観点別学習状況の評価】

「十分満足できる」状況と判断されるもの ･････････Ａ

「おおむね満足できる」状況と判断されるもの ･････Ｂ

「努力を要する」状況と判断されるもの ･･･････････Ｃ

３ 担当者からのメッセージ

確かな学力を身に付 ・ 農業技術検定を繰 り返 し勉強 し ，合格の目標を持って真剣に取 り組ん

けるためのアドバ で くだ さい 。

イス ・ 授業で学んだ事をレポー ト に書 き と め ，積極的に質問 して下 さい 。

・ 授業はチャ イ ム と同時に始めますので ，時間厳守で集合して下さい 。

授業を受けるに当 ・ 実験 ・ 実習の際は道具などの取 り扱いには万全の注意をし て下 さい 。

たって守ってほし ・ 授業の最後は後片付けを し っか り し て下 さい 。

い事項 ・ 校外での実習等ではマナーをし っか り と 守 っ て下 さ い 。

・ 総合実習を通 して ，基本的な知識の習得から専門的な知識の理解を深

その他 めま し ょ う 。

・ 農家や企業などの訪問を通 して ，地域 と の関わ り を深め ，地域農業を活

性化 し ま し ょ う 。

・ プ ロ ジ ェ ク ト 発表や農業鑑定競技等の各種競技大会に積極的に参加

し ，自 ら の力を発揮し ま し ょ う 。
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（ 新 課 程 用 ）  

 

農業と情報  

 
単 位 数 

 
２ 単 位  

 
 
学科・学年 

 

 
農 林 技 術 科 ・ 第 １ 学 年  

 
 
１ 学習到達目標等  

学習の到達目標 
 

(1) 情 報 及 び 情 報 技 術 を 活 用 す る た め の 知 識 と 技 能 の 習 得 を 通 し て ，情 報

に 関 す る 科 学 的 な 見 方 や 考 え 方 を 養 い ま す 。  

(2) 社 会 の 中 で 情 報 及 び 情 報 技 術 が 果 た し て い る 役 割 や 影 響 を 理 解 さ せ ，

情 報 化 の 進 展 に 主 体 的 に 対 応 で き る 能 力 と 態 度 を 身 に つ け ま す 。  

使用教科書・副教材等 教 科 書 ： 実 教 出 版 「 農 業 と 情 報 」  

副 教 材 ： ビ ジ ネ ス 文 書 実 務 検 定 模 擬 試 験 問 題 集 （ ３ 級 ）  
 
２ 学習計画及び評価方法等 
 （１）学習計画等  

 
学 
期 

 
単  元  名  

学  習  内  容  

 
月 

 

 
学  習  の  ね  ら  い  

評  価  規  準  

 
    備 考   
(学習活動の特記事項 他)  

 
考 
査 

 

 
学 
 
期  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１  生 活 と 農 業 の 情 報 化  

 ア  生 活 と 情 報  

 イ  モ ラ ル と セ キ ュ リ テ ィ  

 ウ  農 業 を 支 え る 情 報  

 

２  情 報 の 基 礎  

 ア  コ ン ピ ュ ー タ の し く み と

利 用  

 イ  ネ ッ ト ワ ー ク  

 

３  コ ン ピ ュ ー タ に よ る 情 報 の

活 用  

 
 

４  

 
５  
 
６  
 
 
７  
 
 
 
 
 

・ ネ ッ ト ワ ー ク 社 会 に つ い て 理

解 し ま す 。  

・ 情 報 の 種 類 と そ の 表 現 方 法 を

理 解 し ま す 。  

・情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 概 要 ，

種 類 と 特 徴 を 理 解 し ま す 。  

 

・ コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 に つ い て

理 解 し ま す  

・ 日 本 語 ワ ー ド プ ロ セ ッ サ の 特

徴 と 機 能 を 理 解 し ま す 。  

 

・ 日 本 語 ワ ー ド プ ロ セ ッ サ の 操

作 方 法 を 身 に つ け ま す 。  
 

 

 
 

 
全 商 ビ ジ ネ ス 文 書

実 務 検 定 (３級）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

中 
間 
考 
査 
 
 
 
期  
末  
考  
査  

 
【課題・提出物等】  

配 布 プ リ ン ト ， 実 技 の 印 刷 物 ， ノ ー ト  
【第１学期の評価方法】 

１  毎 時 間 の 学 習 時 間 へ の 取 り 組 む 態 度 や 課 題 の 提 出 状 況 と 定 期 考 査 等 の 成 績 や 小 テ ス ト な

ど で 評 価 し ま す 。  

 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 
 
二  
 
学  
 
期  
 
 

 
ア  日 本 語 ワ ー ド プ ロ セ ッ サ の

利 用   

 

 イ  表 計 算 ソ フ ト の 利 用  

 

  
 

９  
 
10  
 
11  
 
12  
 
 
 

・ 検 定 試 験 に 向 け て の 実 技 演 習

を 行 い ま す 。  

 

 

 

・ 表 計 算 ソ フ ト の 特 徴 と 機 能 を

理 解 し ま す 。  

 

・ 表 計 算 ソ フ ト の 利 用 方 法 を 身

に つ け ま す  
 

 
  
 
全 商 ビ ジ ネ ス 文 書

実 務 検 定 (３級）  

 
 

 
中
間
考
査  
 
期
末
考
査  
 

【課題・提出物等】  
配 布 プ リ ン ト ， 実 技 の 印 刷 物 ， ノ ー ト  

【２学期の評価方法】 
１  毎 時 間 の 学 習 時 間 へ の 取 り 組 む 態 度 ， 検 定 試 験 に 向 け て の 実 技 の 成 果 ， 課 題 の 提 出 状 況

と 定 期 考 査 等 の 成 績 な ど で 評 価 し ま す 。  

 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 
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三 
 
学 
 
期 
 
 
 
 
 
 

ウ  プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ソ フ ト

の 利 用  
 
 
 
 

１  
 
２  
 
３  

・ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ

ェ ア の 基 本 操 作 を 理 解 し ま す 。  

 

・ 学 校 紹 介 プ レ ゼ ン を 作 成 し ま

す 。  
 

 
 
 
 
 

学 
年 
末 
考

査 

【課題・提出物等】  
配 布 プ リ ン ト ， 実 技 の 印 刷 物 ， ノ ー ト  

【三学期の評価方法】 
 １  毎 時 間 の 学 習 時 間 へ の 取 り 組 む 態 度 や 課 題 の 提 出 状 況 と 定 期 考 査 等 の 成 績 や 小 テ ス ト な

ど で 評 価 し ま す 。  

※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

【年間の学習状況からの評価方法】 
 ※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。  

  
 （２）評価の観点，内容及び評価方法 
  学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。 

 
評価の観点及び内容 

 
評価方法 

 
知識・技能  

農 業 情 報 処 理 の 基 本 的 な 知 識 と 基 礎 的 な 技

術 を 身 に つ け て い る 。  
学 習 活 動 の 取 組 ,毎 時 間

の フ ァ イ ル 提 出  
定 期 考 査  

 
思考・判断・表現  

基 本 的 な 操 作 や 技 術 を 理 解 し て ，そ れ ら を 状 況

に 応 じ て 創 造 的 に 考 え て ， 利 用 ・ 表 現 で き る 。 
学 習 活 動 の 取 組 ，毎 時 間

の フ ァ イ ル 提 出  
定 期 考 査  

主体的に学習に  
取り組む態度  

 

ワ ー プ ロ や 表 計 算 ，プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ソ フ ト

の 学 ん だ 技 術 を 総 合 的 に 活 用 す る と と も に ，資

格 取 得 な ど に 主 体 的 に 取 り 組 ん で い る 。  

学 習 活 動 の 取 組  
資 格 取 得  
 

 
【 観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 】  
 「 十 分 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････････Ａ  
 「 お お む ね 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････Ｂ  
 「 努 力 を 要 す る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･･･････････Ｃ  
 

 
３ 担当者からのメッセージ  

 
 確かな学力を身に付ける  
  ためのアドバイス  

①  積 極 的 に 取 り 組 み ま し ょ う  
②  資 格 取 得 に 向 け て 放 課 後 な ど も 自 主 的 に チ ャ レ ン ジ し よ う 。  
③  授 業 を し っ か り 聞 き ， 重 要 な 文 章 に は 赤 線 を 引 く 。  
④  分 か ら な い と こ ろ は そ の ま ま に せ ず ， 先 生 に 聞 き に く る 。  

 
 授業を受けるに当たっ  
て守ってほしい事項  

①  座 学 で は 始 ま り の チ ャ イ ム で 着 席 し て お く こ と 。  
②  積 極 的 に 発 言 す る こ と 。  
③  実 技 で は ， 先 生 の 注 意 や 指 示 を 厳 守 す る こ と 。  
④  服 装 は 正 し く 着 用 す る こ と 。  

 
 

その他  
 

①  様 々 な ソ フ ト ウ ェ ア の 基 本 的 な 技 術 を 主 体 的 に 学 び ， 活 用 で き る よ

う に し よ う 。 ま た ， 資 格 取 得 に も 積 極 的 に 参 加 し ま し ょ う 。  

②  情 報 モ ラ ル や セ キ ュ リ テ ィ を 十 分 に 理 解 し ， 社 会 に お け る 情 報 を 正

し く 活 用 で き る よ う に し よ う 。  
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（新課程用）

単 位 数 ２単位

地域資源活用
学科・学年 農林技術科・第１学年

１ 学習到達目標等

１．地域資源の活用について関連する技術を身に付ける。

学習の到達目標 ２．地域資源の活用に関する課題を発見し解決する力を養う。

３．農業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

使用教科書・副教材等 グリーンライフ （実教出版）

２ 学習計画及び評価方法等

（１）学習計画等

学 単 元 名 月 学 習 の ね ら い 備 考 考

期 学 習 内 容 評 価 規 準 (学習活動の特記事項他) 査

一 ・「 地 域 資 源 活 用 」 と プ ロ ジ ェ ク ４ １ ． 地 域 資 源 活 用 に 関 す る プ ロ ・「 農 業 と 環 境 」

ト学習 ジェクト学習の意義 の学習内容と関連 中

学 づけて学習活動を 間

５ ２．プロジェクト学習の進め方 します。 考

期 査

・農村社会の変化と地域振興 ６ ３．農村社会の変化と地域振興 ・出席，態度，意

欲を評価します。

期

７ ４ ． 地 域 活 性 化 に 向 け た 施 策 ・ 末

取り組み 考

査

【課題・提出物等】

配布プリントの提出，ノートの提出，テスト訂正の提出

【第１学期の評価方法】

１ 毎時間の学習時間への取り組む態度や課題の提出状況と学習に取り組む態度や関心・意欲などで評価します。

２ 学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。

二 ・地域資源活用の意義と役割 ９ １．地域資源の魅力と価値 ・「農業と環境」

の学習内容と関連 中

学 ２．地域振興に向けた施策・取 づけて学習活動を 間

10 組 します。 考

期 査

３．異業種連携と商品価値の創

造 ・出席，態度，意

11 欲を評価します。

４．情報の活用と発信 期

末

・地域資源の価値と活用 12 １．観光への活用 考

査

２．商品開発への活用

【課題・提出物等】

配布プリントの提出，ノートの提出，テスト訂正の提出

【２学期の評価方法】

１ 毎時間の学習時間への取り組む態度や課題の提出状況と学習に取り組む態度や関心・意欲などで評価します。

２ 学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。
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・地域資源の価値と活用 １ ２．商品開発への活用 ・「農業と環境」 学

の 学 習 内 容 と 関 連 年

三 ２ ３．サービス業への活用 づ け て 学 習 活 動 を 末

します。 考

学 ３ ４．教育・福祉への活用 ・出席，態度，意 査
欲を評価します。

期 【課題・提出物等】

配布プリントの提出，ノートの提出，テスト訂正の提出

【三学期の評価方法】

※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。

【年間の学習状況からの評価方法】

※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。

（２）評価の観点，内容及び評価方法

学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。

評価の観点及び内容 評価方法

地域資源活用に関する基礎的な知識や技能 ・学習活動への参加の

知識・技能 を身につけているか。また，実技を通して実 仕方や態度

践的な力をつけたか。 ・レポート

・定期考査

農林業・農山村に関する課題を多面的に考 ・学習活動への参加の

思考・判断・表現 察しているか。また，課題を科学的にとらえ 仕方や態度

て合理的に解決し，表現できる実践的な態度 ・レポート

を身につけているか。 ・定期考査

地域資源活用について興味・関心を高めて ・学習活動への参加の

主体的に学習に いるか。また，課題の探求に意欲的に取り組 仕方や態度

取り組む態度 み，その課題を科学的にとらえて合理的に解 ・レポート

決しようとする実践的な態度を身につけてい ・定期考査

るか。

【観点別学習状況の評価】

「十分満足できる」状況と判断されるもの ･････････Ａ

「おおむね満足できる」状況と判断されるもの ･････Ｂ

「努力を要する」状況と判断されるもの ･･･････････Ｃ

３ 担当者からのメッセージ

① 始業のチャイムで授業を始める準備が整っているようにしよう。

確かな学力を身に付ける ② 授業はしっかりと聞き，復習しよう。

ためのアドバイス ③ 主体的に取り組みましょう。

授業を受けるに当っ ① 忘れ物がないようにする。

て守ってほしい事項 ② 授業中は集中し，積極的に発信しよう。

地域資源活用は農林業・農山村の多面的な機能を学ぶ教科です。地

その他 域を支える視点で自分たちができることは何か考え，積極的に授業をう

けることを期待します。


